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世界のマネーはブラジル株や通貨レアルから流出傾向にありますが、中長期的な成
長を見据えた、日本企業による成長国・ブラジルへの投資活動は引き続き活発です。

例えば、ホンダは約４３０億円を投じて、四輪車の現地新工場を建設する予定です。
ブラジルの自動車販売は右肩上がりに伸びており、２０１２年には中国、米国、日本に
次いで世界第４位に躍り出ました。ホンダは２０１５年の新工場の稼働にともない、年
間生産能力を現在の１２万台から２４万台へと倍増させる計画です。

また、三井物産は農業生産事業大手ＳＬＣアグリコラ社と現地合弁会社を設立しまし
た。ＦＡＯ（国連食糧農業機関）によると、食糧需要が世界的に拡大する中で、現在ブ
ラジルは世界第１位の農畜産物純輸出国です。さらにセラードと呼ばれる未開墾のサバ
ンナ地帯がまだ多くが残されていることから、今後も食糧安定供給国として輸出の拡大
が期待できます。これらを背景に、三井物産は現地の有力パートナーと協業し、さらな
る市場規模の拡大に取り組んでいく計画です。

日本企業のブラジル投資は引き続き活発であり、成長国ブラジルへの中長期的な発展
に対する期待は変わらないものと考えられます。

ブラジルの自動車販売台数（単位：万台） 農畜産物の純輸出入額（2011年）

（出所）OICA（国際自動車工業会） （出所）FAO（国連食糧農業機関）

＊｢成長国｣とは、ゴールドマン・サックスが提唱する今後世界経済の成長を牽引するであろう8ヵ国(ブラジル、ロシア、
インド、中国、韓国、トルコ、メキシコ、インドネシア)を指す。

（単位：億米ドル）
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